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西中国随一の清流「錦川」 

錦川は中国地方でも屈指の流域面積と清澄な水質を誇る大河です。流域は、豊かな自然に恵まれ、ブナの原生林や日本
の滝百選に指定されている五竜の滝のある寂地峡など、数々の美しい自然を見せくれます。下流域では、その名を全国に

知られる錦帯橋や美しい竹林などが、錦川の清らかな流れと相まって、良好な景観を作り出しています。 

 



－１－ 

 

 

 

 

 

 

第１２回の「地域医療の現場より」は、平成２４年秋から岩国市立美和病院に着任された宗像緩宜さ

んです。宗像先生の地域医療への思いや今後の抱負などについて伺いました。 

 

 

 

【Ｑ】宗像先生が医師を志した時期や理由などを

教えてください。 

【宗像】最初に医師という仕事を意識したのは、

3 歳の頃です。3 歳ですから当然漠然としたもの

ですが、祖父から医師という仕事のすばらしさを

聞かされ、ぼんやりと憧れを抱いていました。祖

父は、医師だったわけではないのですが、自らが

被爆者で、医師になることを目指していたと聞か

されました。戦中戦後の混乱の中で諦めてしまっ

たようなのです。 

小さな頃は、このように祖父の影響で医師に憧

れていましたが、中学、高校時代は、農学部への

進学を考えるようになりました。実際、大学受験

でも現役では、農学部を受験しましたが、幸か不

幸か、この受験に失敗し、浪人生活の中で自分の

本当にやりたいことを見つめなおし、再び医師を

目指すようになり、医学部に進学しました。 

【Ｑ】一時期、心臓血管外科を目指され、現在は

地域医療の道に進まれていますが、その経緯を教

えてください。 

【宗像】医学部時代、最初に進みたいと考えた診

療科が心臓血管外科でした。3 年次、授業の中で

心臓手術のビデオを見る機会があり、そのビデオ

映像に衝撃を受けました。心臓手術ではよく行わ

れることですが、手術中に一旦心臓の動きを止め、

施術が終了した後、再び心臓の鼓動が始まります。

このダイナミックさに衝撃を受けて、心臓血管外

科に進みたいという具体的目標、モチベーション

が生まれました。 

一方で地域医療に興味を抱いたのは、初期臨床

研修での地域医療実習がきっかけでした。その研

修は、広島県の吉田総合病院での 2 週間のプログ

ラムでした。研修の中で、たった 1 日ではありま

したが、近隣のへき地診療所での実習がありまし

Ⅰ 地域医療の現場より 

岩国市立美和病院 宗像 緩宜 さん 

プロフィール 

宗像 緩宜
むなかた ひろのり

（3２） 

広島県出身 

平成 1１年 広島城北高等学校卒業 

平成２０年 広島大学医学部卒業後、 

      沖縄浦添総合病院にて初期研修 

平成２２年 小倉記念病院心臓血管外科勤務 

平成 2４年１０月から現職 
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た。正直なところ、それほど目的意識を持ってへ

き地診療所での実習に臨んだわけではありませ

んが、その診療所の先生の患者さんとの関わり方

に深い感銘を受け、地域医療に魅力を感じるよう

になりました。糖尿病が原因で二人とも目が見え

ない二人暮らしの高齢者夫婦の患者さんがおら

れたのですが、先生は、単に糖尿病の治療だけを

するのではなく、患者さんの生活全般に深く関わ

り、生活そのものを支える治療を行っておられま

した。また、在宅での看取りを希望される家族を

支えられている姿も印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（岩国市北部にある名勝「寂地峡」） 

【Ｑ】最初に心臓血管外科の道に進まれましたが、

その理由とそこで感じられたことを教えてくだ

さい。 

【宗像】心臓血管外科と地域医療の二つの道でか

なり悩みましたが、超急性期の心臓血管外科の現

場には、体力のある若い時にしか対応できないだ

ろうと考え、まずは心臓血管外科の道に進むこと

に決めました。心臓血管外科の仕事は、大変厳し

いものですが、自分が憧れを抱いたとおり大変や

りがいのある充実した仕事でした。 

しかし、次第に自分の中で違和感を抱くように

なりました。超急性期である心臓血管外科の現場

では、手術が終わってしまえば、術後の管理が全

くないわけではありませんが、基本的には、患者

さんとの関わりは極めて薄くなります。自分自身

は、患者さんともう少し深い関わりを持ちながら

診療にあたりたいとの思いがあり、同僚からは、

よく「患者やその家族との距離が近すぎる。」と

の忠告を受けていました。患者との距離を縮める

ことは良いことだと分かっていても、心臓血管外

科の現場でそれを実践すると医師の身体がもた

ない、との親心からの忠告だったと思います。そ

のようなことがあり、自分が本当にやりたかった

ことは、個別の病気を治療するだけでなく、患者

や家族の置かれた環境を踏まえ、トータルで患者

を支え、また病気にならない予防にも取り組む、

そんな診療スタイルが実践できる地域医療だと

思うようになりました。 

 

【Ｑ】それで地域医療の道に進まれたのですね。 

【宗像】そうです。ただ、少し遠回りをしたよう

ですが、心臓血管外科の現場で勤務したことは、

今の自分にとってプラスであったと思います。心

臓血管外科では、患者の回復を肌で感じることが

出来、やりがいもありましたし、そのような超急

性期の現場を体験したからこそ、今の職場でも

色々と見えてくることや感じることがあるのだ

と思います。 

 

（美和病院外観） 

【Ｑ】美和病院に着任されて感じられたことを教

えてください。 

【宗像】美和病院に着任して感じたことは、病院

の内・外に関わらず、みんなの距離が近いという

ことです。患者や家族はもちろんのこと、ここで

は、患者の住んでいる地域の姿もよく見えてきま

す。また、医師や看護師、医療事務など病院の職

員全体の一体感があります。 

前の職場である小倉記念病院では、診療科の壁
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が大きく、他の診療科の医師と話し合う機会など

ほとんどありませんでした。あるのは電子カルテ

上のやりとりぐらいです。一方、美和病院では、

医師同士はもちろん、他の職種も含め病院全体で

患者さんの治療方針を頻繁に話し合っています。 

美和病院のもう一つの大きな特徴は、往診に力

を入れていることです。美和病院のカバーしてい

る地域は、交通の便があまり良くなく、病院に来

るのが困難な患者さんが多くおられます。また、

住み慣れた家で最後を終えたい、在宅で看取られ

たいという人もおられます。正直なところ美和病

院は、医師をはじめとして、看護師や理学療法士

などマンパワーは慢性的に不足している状況で

すが、その環境下で往診や訪問診療に積極的に取

り組んでいるということは、すごいことだと思い

ます。私自身は、まだ往診の機会はそれほど多く

ありませんが、少しずつ増やしていきたいと思っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（同僚の医師たちと、院長先生は往診中） 

 

【Ｑ】医師の仕事は厳しいと思いますが、診療し

ていて楽しいと感じられるのはどんなことです

が。 

【宗像】患者さんが元気になり、笑顔で家に帰っ

ていかれると自分も最高に幸せな気持ちになれ

ます。患者さんがハッピーになれば、自分もハッ

ピーになれるのです。医師の宿命として、患者さ

んとのつらい別れがないわけではありませんが、

このつらい別れを少しでも少なくしたいと思っ

ています。病院を離れても、美和地域の温かい人

たちと触れ合って、地域の中で暮らすことを妻と

もども楽しんでいます。 

 

【Ｑ】今後の抱負やこのような診療をしていきた

いという思いをお聞かせください。 

【宗像】地域医療の道に進んで間がありませんの

で、日々の診療や研修を通じて医師としての能力

をもっと磨いていきたいと思います。また、以前

から興味があり、地域医療の道を志した理由の一

つでもある予防医学を、この美和地域に浸透させ

ていきたいと思っています。スタッフや予算に制

限はあるのですが、自分なりに頑張っていきたい

と考えています。 

 

【Ｑ】これから医療の仕事をしたいと思っている

人や、医学生など若い読者へのメッセージをお願

いします。 

【宗像】個人の性格にもよると思いますが、私の

経験からすると、少しでも興味のある分野があれ

ば、まずは思い切って飛び込んでみることが大切

だと思います。いろいろと頭で考えてみても、実

際に体験してみないとわからないことが多いも

のです。地域医療についても、外から眺めるのと、

実際に体験するのでは大きな違いがありました。

医学生のみなさんには、是非、学生のうちに地域

医療を体験してみることをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（インタビュー後、往診に向かう宗像先生） 
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◆ 山口県地域医療支援センターが設置されました！ ◆ ◆ ◆ ◆ 

山口県では、医師確保対策の一層の充実を図る

ため、山口大学医学部附属病院と連携して、平成

２４年７月に「山口県地域医療支援センター」を

設置しました。 

センターは、県内の医師不足の状況等を把握・

分析し、医師不足の公的医療機関等への医師配置

と配置医師のキャリア形成支援を一体的に行う

とともに、本県の医師確保に関する情報発信や相

談対応等を行う、山口県の医師確保対策の総合窓

口です。 

 

（開所式で岡田副知事から丸本学長へ看板が手渡されました。） 

 

◆ 「長州総合医・家庭医養成プログラム」がスタート！ ◆ ◆ ◆ 

山口県では、へき地をはじめとした多くの地域

で医師が不足しており、地域住民に対する医療提

供体制の確保が急務です。こうした地域では様々

な住民のニーズに対応し、入院・外来診療から在

宅医療や緩和ケア、保健・福祉との密接な連携な

どにも幅広く対応できる「総合医・家庭医」が望

まれています。 

 現在、厚生労働省では「専門医のあり方に関す

る検討会」の報告を受け、「総合診療医」を内科

や外科とならぶ１９番目の専門領域として位置

づけるよう検討が進められています。 

 山口県では、平成２３年度に地域のニーズに対

応するため「やまぐち総合医養成プロジェクト」

を立ち上げ、山口県立総合医療センター（以下「県

総Ｃ」）において、平成２４年度から「長州総合

医・家庭医養成プログラム」をスタートさせたと

ころであり、早速、卒後５年目の医師がこのプロ

グラムにエントリーしています。 

このプログラムは、へき地医療拠点病院である

県総Ｃと総合医・家庭医を学ぶのにふさわしい県

内のへき地医療機関が連携し、３年間かけて「総

合医・家庭医」を養成するものです。修了後には、

「家庭医療専門医（日本プライマリ・ケア連合学

会）」及び「認定内科医（日本内科学会）」の取

得が可能となります。 

これらの資格の取得に必要なカリキュラム（地

域６ヶ月、内科６ヶ月、小児科３ヶ月）は、県総

Ｃを拠点に県内各地の医療機関と連携すること

で満たされますが、研修場所や研修期間は個別に

アレンジが可能です。 

へき地医療機関での研修中も週１日の研修日

を確保し、基幹病院等で内視鏡や超音波などの各

専門科の検査・治療手技も研修できます。外来診

療の習得や地域医療で疑問に思ったことをテー

マに臨床研究にも取り組むことも可能です。 

また、米国の家庭医療で有名なオレゴン健康科

学大学（OHSU）への短期研修（２週間前後）も可

能です（※１）。 

 このプログラムは、３年間幅広く臨床を経験し

たのち、さらに専門性を追求したい方には、自分

の目標に合わせた大学院進学や、各専門診療科へ

の入局、また各自治体で地域医療を継続すること

Ⅱ 山口の今 
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も可能です。 

将来、保健所等の医療行政職や家庭医として開

業する場合にも、このプログラムでの幅広い臨床

経験が役立ちます。 

研修中の３年間は、県総Ｃへき地医療支援部が、

研修内容の計画、各部門との調整、へき地勤務先

での代診支援等を行います。 

 初期臨床研修を終え、さらに幅広く研修したい

方、へき地医療を経験したい方、将来家庭医とし

て開業を目指している方、行政医等を目指してい

る方などは是非ともご検討ください。 

※１「オレゴン健康科学大学への短期研修の紹介」 

 県総Ｃは、家庭医療で有名な米国オレゴン州の

オ レ ゴ ン 健 康 科 学 大 学 （ Oregon Health 

Science University：OHSU）の家庭医療学講座

（Family Medicine）と交流を始めました。平成

２４年４月、同講座の Scott Fields 教授が当院に

て講演されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オレゴン健康科学大学で研修中の中安先生） 

 米国では、「家庭医療」がひとつの専門領域と

して認められており、OHSU はで毎年２０名の家

庭医を養成しています。特に「へき地」で家庭医

を 育 て る 「 Cascades East Rural Family 

Medicine Residency Program」は、OHSU の

教員とへき地の家庭医、各科専門医が連携して、

３年間の充実したプログラム、指導体制を構築し

ており、幅広い診療に対応できる家庭医を育てて

います。毎年８名の募集枠に全米から１，０００

名以上の研修医が応募します。プログラムを終了

した卒業生は、へき地はもちろん都市部でも優れ

た家庭医として様々な分野で活躍しています。 

 当プログラムでは、希望すれば OHSU の家庭

医療学で２週間前後の短期研修が可能です。この

短期研修では、大学病院はもちろん都市部やへき

地の家庭医の診療（外来、入院）の様子が研修で

きます。また、大学のカンファレンスに出席した

り、医学部の授業や OSCE などを見学したりす

ることも可能です。 

 実際、当プログラムにエントリーした中安一夫

医師は、平成２５年１月 OHSU で２週間の家庭

医療研修を実施しました。 

 

（Scott Field 教授の講演会後の記念撮影（県総Ｃにて）） 

 

 

◆ 山口県で総合医を育てる“プロジェクトＧ”始動！ ◆ ◆ ◆ ◆ 

総合医（総合診療医、家庭医、プライマリ・ケ

ア医などとも呼ばれます。）の社会的ニーズが高

まっています。医学生や研修医等の若い世代では、

総合医を志す人が増えていますが、山口県では総

合医を育成する体制が十分に整っていないのが

現状です。 

 そこで、総合医に関係する団体等が協力して、

「プロジェクト G」なるものを昨年度から開始し

ました。これは、主として、地域医療に従事する

先生方に日本プライマリ・ケア連合学会（以下、
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PC 連合学会）認定医・指導医を取得してもらい、

県内の総合医育成プログラムを充実させること

を目的にしたものです。「G」は Generalist（ジ

ェネラリスト）の G です。 

 県内の総合医の研修プログラムを整えること

で、総合医を志す医師が県内で総合医としての研

修を行うことができ、山口県の地域医療を担う人

材の確保が期待されます。自治医科大学や山口大

学（特に、山口県医師修学資金貸与者）等の卒業

生が、県内で安心して総合医のトレーニングがで

きることになります。 

 

(山口県総合保健会館で開催された合同研修会) 

 

 世話団体・人は、山口県地域医療支援センター、

山口県立総合医療センターへき地医療支援部、山

口大学医学部総合診療部松井邦彦教授、山口大学

医学部地域医療推進学講座となっています。 

 具体的には、メーリングリストで認定医の試験

関連情報などを交換したり、研修会を開催したり

しています。現在、36 人が登録しており、昨年

9 月に行われた認定医試験では、本プロジェクト

登録者 12 名が受験し、全員が合格しました。 

 本プロジェクトは、PC 連合学会の認定医・指

導医制度の移行期間である平成 25 年度中までの

活動を予定していますが、その後も、総合医育成

プログラム（例えば、PC 後期研修プログラム）

を質と量ともに充実させ、総合医育成体制を整え

ていきたいと思っています。 

 「プロジェクト G」に参加されたい方は、山口

大学医学部地域医療推進学講座 （メールアドレ

ス：tiiki@yamaguchi-u.ac.jp）までお知らせく

ださい。 

 

（合同研修会後の記念撮影）

◆ 地域医療セミナー２０１２夏  iｎ 岩国 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  

清流の町「岩国」を舞台に山口大学と自治医科大学が共同開催！ 

「地域医療セミナー２０１２夏 in 岩国」が平

成２４年８月１６日から１８日までの３日間、岩

国市を舞台に開催されました。 

地域医療セミナーは、山口県立総合医療センタ

ーへき地医療支援部・山口県地域医療支援センタ

ー・山口大学医学部地域医療推進学講座・自治医

科大学地域医療学センターが主催するもので、自

治医科大学の学生と山口大学の学生の交流を深

める場としてもすっかり定着してきました。 

自治医科大学１２名、山口大学１０名が参加し、

６つのグループに分かれ、離島の診療所やへき地

医療拠点病院、保健センターなど岩国地区の様々

な保健・医療機関での実習に取り組みました。 

２日目の夜には指導医や岩国市・玖珂郡医師会

関係者、行政関係者等との懇親会もあり、３日目

の報告会では、ワークショップ形式により、岩国

市の地域医療の課題とその解決策を考えました。  

３日間の研修を終え、最後に参加証を手渡された
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学生達からは、一様に満足感・達成感が溢れてい

たのが印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（柱島に上陸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（患者さんへのインタビュー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（テレビの取材も受けました） 

 

（訪問診療に同行） 

 

◆ 県内３ヶ所で「高校生のための医療現場体験セミナー」開催！ ◆ 

～平成２５年度も開催予定～

平成２４年度の「高校生のための医療現場体験

セミナー」が、徳山中央病院、山口県立総合医療

センター、萩市民病院の３会場で開催され、合計

で５２名の高校生が参加しました。 

本セミナーは、平成２４年７月に開設した山口

県地域医療支援センターの事業として、山口大学

医学部地域医療推進学講座との共催で開催され

ました。 

セミナーの目的は、医師を目指す山口県内の高

校生に実際に医療現場を見学・体験してもらい、

医師との対話・交流を通じて「医師の仕事を理解

し、医師になる意欲を育む」ことにあります。 

当日は、医師や医学生の指導を受けながら採

血・縫合（シミュレータによる）、腹部エコー検

査など、日頃体験することができない医師の仕事

を体験し、参加した高校生は、医学部進学、医師

になることへの夢をふくらませていました。 

平成２５年度も開催予定ですので、多くの高校

生の参加をお待ちしております。 

開催の詳細が決まりましたら「やまぐちドクタ

ーネット（Ｐ８参照）」にも案内を掲載しますの

で御覧ください。 
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（採血シミュレーション体験） 

 

（気分はブラックジャック） 

 

（気管挿入シミュレーション体験） 

 

（血圧測定体験） 

 

 

 

 

 

◆ 「やまぐちドクターネット」を御覧ください！ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

山口県医師確保総合情報インターネットサイ

ト『やまぐちドクターネット』では、県の医師確

保対策をはじめ、地域医療に関するトピックスや

県内医療機関の情報を掲載しています。 

このサイト上で会員登録をしていただいた方

には、現場で活躍する女性医師や研修医の方々の

エッセイ等を紹介するメールマガジン「やまぐち

ドクターネット通信」を隔月配信しています。 

本誌のバックナンバーも掲載しておりますの

で、是非一度御覧ください。 

⇒ http://www.y-doctor.med.yamaguchi-u.ac.jp/  

 

Ⅲ 県からのお知らせ 
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◆ 山口県の医師確保施策の紹介 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

 山口県では、県内の医療を担う医師を養成するため、自治医科大学での医師養成制度と４種類の医師

修学資金制度を設けています。 

 ■自治医科大学について 

  自治医科大学は、へき地等における医療の確保向上等を図るため、昭和４７年に全国の都道府県が

共同で設立した地域医療を支える医師（主として総合医）を養成する医科大学です。 

  山口県からは、毎年２～３名が入学しています。山口県出身の卒業医師はこれまで６９名おり、そ

の多くが現在も山口県の地域医療の第一線で活躍しています。 

 ＜修学資金貸与と返還免除＞ 

○修学資金貸与 

入学金・授業料等の大学修学に要する経費は、入学者全員に修学資金として貸与されます。

（学業準備の支援を目的として、新入生全員に対し入学後に４０万円を貸与） 

○返還免除 

卒業後、山口県知事指定のへき地診療所等に医師として勤務した期間が、修学資金の貸与

を受けた期間の 1.5 倍相当期間に達した場合は修学資金全額の返還が免除されます。     

 ＜入試情報＞ 

○第一次試験（学力試験・面接試験） 

 期日：毎年１月下旬（学力試験の翌日面接試験）   

  場所：山口県庁 

 科目：数学・理科・外国語  

○第二次試験（小論文・面接試験） 

 期日：毎年２月上旬            

 場所：自治医科大学（栃木県下野市） 

 

■山口県医師修学資金制度について 

≪医学部入学後に募集する修学資金制度≫ ★募集期間：平成 25 年 3 月 25 日(月)～5 月 24 日(金) 

貸付の種類 全国枠（特定診療科枠） 緊急対策枠（外科枠） 

募集人数 ５ 人 ５ 人 

貸付額 月額１５万円 月額１５万円 

対象者 
アイウ
を全て
満たす
者  

ア 
（次の何れかに該当） 
○山口大学医学部に在籍する学生 ○全国の大学医学部に在籍し、山口県内の高校を卒業した学生 

イ １年生～６年生 ５年生～６年生 

ウ 
大学卒業後、山口県内の公的医療機関等におい

て、小児科・産婦人科（産科）・麻酔科・救急科の
医師として勤務しようとする学生 

大学卒業後、山口県内の公的医療機関等にお
いて、外科の医師として勤務しようとする学生  

返還免除要件 

大学を卒業した日から２年以内に医師免許を取得し、臨床研修を修了した後、貸付期間の２倍に
相当する期間に達するまでの間に、知事が指定する県内の公的医療機関等において医師として業務
に従事した期間が、通算して、貸付期間の 1.5 倍に相当する期間に達した場合 

小児科・産婦人科（産科）・麻酔科・救急科の医
師として上記要件を満たした場合 

 

外科の医師として上記要件を満たした場合 
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≪特定の入学枠と連動した修学資金制度≫ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 この申込書に必要事項を記入して、山口県健康福祉部地域医療推進室あてにＦＡＸ(083-933-2939)

をお願いします。 

 ※ ＦＡＸの際は、この面をそのまま送信していただいて結構です。 

 ※ Ｅメールでの申込みは、件名を「山口県地域医療の風便り継続発送希望（医師確保対策班）」と

し、申込者の氏名・年齢・住所（送付先）・郵便番号を記載して、地域医療推進室のメールアド

レスに送信してください。 

 メールアドレス ： a151001@pref.yamaguchi.lg.jp 

 

氏   名                  （  歳） 

住   所 

（送付先） 

（〒  －   ） 

 

 

貸付の種類 地域医療再生枠 緊急医師確保対策枠 

対 象 人 数  １０人（山口大学９名、鳥取大学１名） ５ 人 

貸 付 額  月額１５万円 月額 20 万円 

対 象 者  

山口大学医学部医学科推薦入試「地域医療
再生枠（山口県枠）」及び鳥取大学医学部医
学科一般入試「地域枠（山口県枠）」に合格
した者全員 

山口大学医学部医学科推薦入試「緊急医師確
保対策枠」に合格した者全員 

返 還 免 除 要 件  

大学を卒業した日から２年以内に医師免許を取得し、臨床研修を修了した後、貸付期間の２
倍に相当する期間（12 年）を経過するまでの間に、知事が指定する県内の公的医療機関等に
おいて医師として業務に従事した期間が、通算して、貸付期間の 1.5 倍に相当する期間（９年）
に達した場合 

 貸付期間の 1.5 倍に相当する期間（９年）の
うち４年間は、過疎地域の病院で勤務すること
が必要 

 

「山口県地域医療の風だより」の継続発送を希望される方へ 

継続発送申込書 

山口県健康福祉部地域医療推進室 行 （ＦＡＸ 083-933-2939） 
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